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Ⅰ　本推進計画の趣旨と基本方針

策定の趣旨

基本方針

　読書は、「言葉と心」を育てます。読書により子どもは広い世界を知り、自分自身の
考えを確かめたり高めたりする体験をもちます。この体験を通して考える習慣、そして、
豊かな感性や情操、思いやりの心などを身に付けることができます。
　また、読書は子どもが社会に主体的に対応していくために、自ら課題を見つけ、考え、
判断し、表現することにより解決することのできる資質や能力をはぐくむものです。
　大和郡山市のすべての子どもが、自主的に読書活動を行うことができるように、読書
環境の整備、読書活動の指導、関連機関の協力・連携に努めます。
　そして、生涯を通した読書習慣の確立に向け、家庭・学校・地域が協力しあって社会
全体での取組の充実を図っていきます。

①　子どもの読書環境の整備

　子どもを楽しく本の世界に誘い、読書習慣を培えるよ
う図書館・学校が魅力ある本を揃え、読書案内やおはな
し会など、多様な本の情報提供を行います。

③　協力・連携

　園・学校、家庭・地域、ボランティア、そして、行政の関
係部局が協力して、あらゆる機会を通して子どもの読書
活動を推進していきます。

②　読書指導の充実

　園・学校で学ぶ期間を生涯を通しての読書への基礎づく
りの時期として、子どもが本に親しむ機会を増やし、適切な
読書指導の充実に努めます。
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・推進に関わる会
　の開催及び連絡
　調整
・関連事業の開催
　及び広報
・学校、地域との
　連携
・団体貸出
　及び選書協力
　　　　　　 等

・実態調査
　（アンケート）
・マニュアル作成
・図書室の
　整備、充実
　　　　　　 等

・ボランティア
　活動の連携と
　支援
　（公民館等）
・マニュアル
　作成
・巡回図書
　（学童保育所）

・小中学校図書室の
　見学、研修及び
　環境整備
・絵本、おはなし等の
　研修会、ワーク
　ショップの開催
　　　　　　　　等

大和郡山大和郡山

等
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Ⅱ　取組項目と実践状況

１　園・学校における読書活動の推進

　　①　蔵書の充実及び財源の確保
　　　　　市内小･・中学校１６校の蔵書冊数は全校で増加しているが、学校図書館図書標準に
　　　　は及ばない。（１６校中、１５校が満たない。）
　　　　　予算も変わらない状況であるが、平成２２年度は「住民生活に光をそそぐ交付金」
　　　　の活用により図書購入費が増額できた。（平成２１年度比　約４３％増）
　　②　市立図書館の団体貸出の有効活用
　　　　　市内小･中学校の団体貸出においては、貸出回数（４９回→３１１回）・貸出冊数
　　　　（９６８冊→３４３０冊）とも大幅に増えている。
　　③　書架の配置替えや面展台の利用など、学校図書室環境の確保と工夫
　　　　　魅力ある環境となるよう、書架等の配置替え、定期的な蔵書点検等、各校とも色々
　　　　工夫しながら進めている状況である。

　　①　市内小・中学校における「朝の読書」の実施・充実
　　　　　「朝の読書」は、市内小･中学校１６校全ての学校で行われており、定着している。

　　②　運営スタッフの協力体制の整備
　　　　　おはなし会、本の整備等、ボランティアの協力もあり、体制が整いつつある。

　　③　市立図書館との連携の推進
　　　　　調べ学習やテーマ別資料等の貸出は、大幅に増加した。その他情報提供等、市立図
　　　　書館と学校との連携はより強固になった。

　　④　常時開室
　　　　　市内小･中学校１６校において、昼休み時の開室は全て行っている。学校によっては、
　　　　新たに１校がボランティアの連携協力により、始業前･業間時に開室した。今後は開
　　　　室時間の拡大が課題である。

　　⑤　学校図書室のネットワークを図り、蔵書の賃借の促進・普及の検討
　　　　　市内すべての学校で、データベース化が進んだ。学校図書室のネットワーク化、及
　　　　び学校間での蔵書の貸借の普及・促進は進んでいない。

（1）学校図書室の整備・充実について

（2）学校図書室の運営について

（○の数字は、計画書の具体的な取組項目）
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　　①　司書教諭（図書室担当者）の役割の充実
　　　　　取り組むことができなかった。
　　②　市立図書館ボランティアとの協力
　　　　　読み聞かせグループや学校図書室環境整備のためのボランティアが新たに２校加わ
　　　　る等、進んできている。
　　③　市立図書館との情報交換、図書室担当者研修の実施
　　　　　「市学校図書館教育部会」を市立図書館で開く等、意見交換、情報提供等に努めて
　　　　いる。
　　④　司書ボランティアの発掘
　　　　　司書資格をもったボランティアではないが、各校の活動に応じたボランティアが発
　　　　掘されてきた。

　　①　園での読み聞かせなど読書活動の工夫
　　　　　絵本展開催等、それぞれの園で創意工夫しながら取り組んでいるところである。
　　②　園における絵本貸出の充実
　　　　　市内公立保育園７園のうち、貸出をしている園は６園である。幼稚園は１１園のう
　　　　ち１０園であり、好評である。
　　③　家庭での絵本の読み聞かせを保護者に奨励し、親子のふれあいの充実に努める。
　　　　　各園で読書に関わる啓発の手紙や文書等での発信、また、絵本展、親子のふれあい
　　　　読み聞かせ、講演会等、それぞれ工夫しながらの取組が進んだ。　　
　　④　保護者、ボランティア、小中高生による読み聞かせやおはなし会などの読書活動の充
　　　　実・推進
　　　　　小学５年生が幼稚園児に読み聞かせをしたり、中学生の職業体験で園児と絵本を通
　　　　してのふれあいが行われたりするようになった。

　　①　「朝の読書」、「朗読」、「群読」の取組

（3）司書教諭・学校司書について

（4）幼稚園や保育園での読書活動の推進について

（5）児童・生徒の活動への支援について
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　　　　　「朝の読書」は全校で定着してきている。効果性については、今後も状況をみてい
　　　　く必要がある。
　　②　魅力のある図書の確保
　　　　　子どもの希望を取り入れた図書の購入をしている学校もある。今後も、本への関心
　　　　がもてるよう蔵書の充実を図っていくことが求められる。
　　③　市立図書館での職業体験等への参加
　　　　　中学生の職業体験（３校）は、１・２学期に３～４回行っており、年々コンスタン
　　　　トに行われている。また、一日図書館員の参加希望も増えつつある。
　　④　読み聞かせや、小学校高学年や中高生が小学校低学年・園で読み聞かせをする異学年
　　　　交流の推進
　　　　　幼･小･中の交流のひとつとして、小･中学生が幼稚園児への読み聞かせを行うなど、
　　　　定着しつつある。今後は、小･中学校の図書委員に対する支援を行っていく必要がある。
　　⑤　図書委員会活動の活性化のための支援
　　　　　「高校図書委員のレファレンス活動」を行った。市立図書館としての受け入れ体制
　　　　はあるが、学校の教育活動との調整もあり課題を残す。

２　地域における読書活動の推進

　　①　市立図書館・保健センター・ボランティアとの連携・協力
　　　　　読み聞かせの支援、本の紹介、リストの配布、「ブックスタート」の充実等、それ
　　　　ぞれの担当が協力しながら相当の進捗をみせた。特に、「ブックスタート」は現在の
　　　　形（１２か月育児相談時に親子と司書とがマンツーマンで行う。）になってから３年
　　　　目であるが、受診者のほぼ１００％が参加している。 　
　　②　市立図書館・こども福祉課との連携
　　　　　子育て支援事業への絵本の紹介・読み聞かせの支援等、かなりできている。
　　③　児童館の充実
　　　　　「ぴよぴよひろば」への図書・面展台の貸出等、新たに支援が進んだ。
　　④ 市内書店との交流
　　　　　市内書店とポスター掲示等、協力を得る取組が始まった。

　　①　ヤングアダルト書架の工夫、蔵書の充実

（1）乳幼児への取組について

（2）児童・生徒への取組について
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　　　　　市立図書館では中高生にとって魅力ある本の選択に力を入れている。
　　　　「おすすめの本」のリストと本をセットにして別コーナーに設置する等、興味をひく
　　　　工夫をしている。
　　②　小中高生向けの「おすすめの本」のリスト作成と（公民館や学校を通して）配布
　　　　　それぞれの校種のお薦め本リスト「よんどこ」を配布し、活用を推進した。
　　③　市立図書館での職業体験、市立図書館訪問の利用促進
　　　　　市立図書館での職業体験、及び小学３年生の市立図書館訪問は、１～２学期にかけ
　　　　て３～４回行っている。読書の楽しみや、より図書館に親しみをもってもらえるよう
　　　　工夫しながら設定している。
　　④　学校へ（希望に応じて）団体貸出
　　　　　学校の希望に添って応じている。
　　　　但し、平和学習等、学習する時期が重なるので、貸出については各校に十分対応でき
　　　　ない部分が課題である。
　　⑤　学童保育所への団体貸出、情報提供
　　　　　平成２３年度より学童保育所用への団体貸出を始めた。５箇所の希望があり好評で
　　　　ある。
　　⑥　児童書・ヤングアダルトの展示コーナーの充実
　　　　　書架の配置替え等、新たにテーマ別のコーナーを設定し、魅力ある設営に努めてい
　　　　るところである。
　　⑦　市立図書館における専門職員の養成・研修
　　　　　できていない状況である。人員の問題については、計画的な措置が今後の課題であ
　　　　る。
　　⑧　公民館図書コーナーの充実（図書・ボランティアの協力）
　　　　　地区公民館への子どもたちの来館が増えるよう、地域ワーキンググループが試行的
　　　　に「絵本展」を開催したが、定着しなかった。市立図書館とすべての公民館をオンラ
　　　　インで結ぶ等、対策をより講じる必要がある。

　　①　特別支援を必要とする子どもの読書活動に関する状況把握
　　　　　特別支援を必要とする子どもの読書状況の把握は、現在のところできていない。
　　②　「点訳本」「布の絵本」「大活字本」「録音図書」等の資料の充実と利用の促進
　　　　　ボランティアの方等の協力で、毎年確実に増えていっている。利用･活用ついては
　　　　課題である。
　　③　関係団体との連携
　　　　　ボランティアグループ「手和の会」と連携して「手話付きおはなし会」の開催が始

（3）特別支援を必要とする児童・生徒等への取組について
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　　　　まった。ほかのボランティア団体との連携も進めていく必要がある。
　　④　市立図書館利用の啓発と促進
　　　　　現在のところ、啓発も利用もあまりない状況である。
　（外国人の子どもに対して）
　　①　外国資料の充実・提供
　　　　　外国語の蔵書数は、平成２３年９月現在、８８２冊であるが、利用はあまりない状
　　　　況である。
　　②　市立図書館利用の啓発と促進
　　　　　啓発及び促進は、あまりできていない状況である。

　　①　市内のボランティア団体の把握と支援
　　　　　市立図書館に登録されているボランティア団体は９団体あり、団体貸出等の支援を
　　　　している。
　　②　ボランティアの養成・支援のための研修実施
　　　　　ボランティアの養成・支援のため、絵本・おはなし会、読書に関わる講習会・研修
　　　　会を年３～４回開催した。
　　③　ボランティア（学校・地域）の交流会・連絡会の開催
　　　　　学校ボランティアについては、ワーキンググループのひとつとして活動できた。
　　　　情報交換、研修会の開催等、自主的に活動している。地域ボランティアは市立図書館
　　　　で年１回交流会を開催している。
　　④　ボランティアの読み聞かせ活動等に対する団体貸出や情報提供
　　　　　貸出は要望に応じて対応している。情報提供は随時行ってきた。今後も、情報交換
　　　　をしながら定着させていく必要がある。

　　①　市立図書館の団体貸出の利用・促進
　　　　　市内の文庫（１箇所）には、定期的に貸出を行っている。
　　②　本の情報提供 （市立図書館のブックリストの利用）
　　　　　本の情報提供は、現在のところできていない。
　　③　他団体 （ボランティア等）との交流や研修
　　　　　子どもが誕生した時に図書カードをプレゼントしている自治会もある。

（4）ボランティアの養成と支援について

（5）自治会、近所でできること
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　　　　このような取組を広げるために、自治会･子ども会との交流や研修を深めていきたい。

　　①　市立図書館との協力事業の推進
　　　　　ポスター掲示等、市立図書館と情報の共有化を図るように努めている。
　　②　児童書の充実
　　　　　各書店で市立図書館からのブックリストを配布し、それぞれの充実に努めていると
　　　　ころである。
　　③　「子ども読書の日」の啓発事業
　　　　　ポスター掲示等による啓発、また、書店によっては独自に読み聞かせ等を行ってい
　　　　る。

（6）書店の取組について
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月1時間以内
4％ ほとんど読まない
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2％
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まない
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１  家庭における読書活動の具体的な取組
　　① 「親子読書」等、家庭での読書活動の啓発・促進
　　② 本と出会う機会の拡充
　　③ 市立図書館の行事・おすすめ本の情報の提供
　　④ 本と人を結びつける人材の育成

２  園・学校における読書活動の具体的な取組
  （1） 学校図書室の整備・充実について
　　① 蔵書の充実及び財源の確保
　　② 市立図書館の団体貸出の有効活用
　　③ 書架の配置替えや面展台の利用など、学校図書室環境の確保と工夫

  （2）学校図書室の運営について
　　① 市内小・中学校における「朝の読書」の実施・充実
　　② 運営スタッフの協力体制の整備
　　③ 市立図書館との連携の推進　　
　　④ 常時開室
　　⑤ 学校図書室のネットワークを図り、蔵書の貸借の促進・普及の検討

  （3）司書教論、学校司書について
　　① 司書教論（図書室担当者）の役割の充実
　　② 市立図書館ボランティアとの協力
　　③ 市立図書館との情報交換、図書室担当者研修の実施
　　④ 司書ボランティアの発掘

  （4） 幼稚園や保育園での読書活動の推進について
　　① 園での読み聞かせなど読書活動の工夫
　　② 園における絵本貸出の充実
　　③ 家庭での絵本の読み聞かせを保護者に奨励し、親子のふれあいの充実に努める。
　　④ 保護者、ボランティア、小中高生による読み聞かせやおはなし会などの読書活動の充実・推進

  （5）児童・生徒への支援について
　　① 「朝の読書」、「朗読」、「群読」の取組
　　② 魅力のある図書の確保
　　③ 市立図書館での職業体験等への参加
　　④ 読み聞かせや小学高学年や中高生が小学低学年・園で読み聞かせをする異学年交流の推進
　　⑤ 図書委員会活動の活性化のための支援
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３  地域における読書活動の具体的な取組　
  （1）乳幼児への取り組みについて
　　① 市立図書館・保健センター・ボランティアとの連携・協力
　　② 市立図書館・こども福祉課との連携
　　③ 児童館の充実
　　④ 市内書店との交流

  （2）児童・生徒への取組について
　　① ヤングアダルト書架の工夫、蔵書の充実
　　② 小中高生向けの「おすすめの本」のリスト作成と（公民館や学校を通して）配布
　　③ 市立図書館での職業体験、市立図書館訪問の利用促進
　　④ 学校への（希望に応じて）団体貸出
　　⑤ 学童保育所への団体貸出、情報提供
　　⑥ 児童書・ヤングアダルトの展示コーナーの充実
　　⑦ 市立図書館における専門職員の養成・研修
　　⑧ 公民館図書コーナーの充実（図書・ボランティアの協力）
  （3）特別支援を必要とする児童・生徒等への取組について
　　  （特別支援を必要とする子どもに対して） 
　　① 特別支援を必要とする子どもの読書活動に関する状況把握
　　② 「点訳本」「布の絵本」「大活字本」「録音図書」等の資料の充実と利用の促進
　　③ 関係団体との連携
　　④ 市立図書館利用の啓活と促進
　　　（外国人の子どもに対して） 
　　　　① 外国語資料の充実・提供
　　　　② 市立図書館利用の啓発と促進
  （4）ボランティアの養成と支援について
　　① 市内のボランティア団体の把握と支援
　　② ボランティアの養成・支援のための研修実施
　　③ ボランティア（学校・地域）の交流会・連絡会の開催
　　④ ボアンティアの読み聞かせ活動等に対する団体貸出や情報提供

  （5）自治会、近所でできることについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　① 市立図書館の団体貸出の利用・促進
　　② 本の情報提供（市立図書館のブックリストの利用）
　　③ 団体（ボランティア等）との交流や研修

  （6）書店の取組について
　　① 図書館との協力事業の推進
　　　（読み聞かせ・おはなし会・講演会等）
　　② 児童書の充実
　　③ 「子ども読書の日」の啓発事業
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２　園・学校における読書活動の推進
（１）学校図書室の整備・充実について

　新しく本を購入するときには、図書室や図書コーナーを利用する対象者（児童・
生徒・教職員等）の要望に応えることも大事ですが、それぞれのジャンルについ
ても最小限揃えていく必要もあります。

方法　その１　対象者のリクエストやアンケートの結果を参考。
　　　その２　新刊書のリストを参考。
　　　その３　市立図書館の貸出データ等を参考。
　　　その４　書店の協力により、大型取次店にて直接購入。
　何よりも購入計画をしっかり立てて計画的に！

ア　新しく本を購入するにあたり　（取組①①）

新刊書リスト 新刊書コーナー

　本は高価なものです。そしてなかなか捨てにくいものでもあります。
保護者の中にも、読み終えた本や子どもたちの本などいらなくなったので園や学
校に寄付したいという問い合わせがあると思います。もちろん園や学校で使える
物はいいのですが、それ以外の場合は「リ･ブック」扱いとして寄付していただ
き「リ･ブックフェア」に出すこともできます。

　　　　　＊「リ・ブックフェア」は本を大切にしたい心と、もっと本を読んでもらいたい心と、
　　　　　　そして、もっと本を読みたい心をつなぐ運動です。市民に提供していただいた本を
　　　　　　読みたい方に持ち帰っていただいています。
　　　　　　問い合わせは、事務局の市立図書館（５５―６６００）まで。

イ　本の寄付申し出があった時は　（取組①①）

学校収集コーナー 「リ･ブックフェア」
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「団体貸出」って？
＊　市立図書館で団体登録をして、利用者カードを発行してもらいます。
＊　「調べ学習用」と「えほん広場用」の 2種類があります。
＊　「調べ学習用」は 1団体１００冊以内で２か月間、「えほん広場用」は１００
　　～４００冊まで１週間借りることができます。
＊　園・学校･子ども会･学童保育所等、それぞれの目的に応じて計画的に活用す
　　ることで、楽しい読書活動を進めることができます。

ウ　「団体貸出」を利用したい時は　（取組②②）

エ　学校図書室の配置替えをしたい時は　（取組③③）

　家庭でもそれぞれの部屋の模様替えをするように、図書室も思いきって配置替
えをしてみましょう。配置替えをすることで、楽しい読書空間を演出することが
できます。
　同時に、古すぎてあまり利用されていない図書資料を思いきって「廃棄」する
ことで、本棚の空間を確保し、見やすい展示にもつながります。

　＜配置替えの注意点＞
　　１　児童・生徒の、できるだけ手が届きやすい本の配置を工夫。
　　２　可能な限り直射日光を避け、本が日光にあたらないように配置。
　　３　本棚の十分なスペースが確保できれば、「面展示」するのも効果的。
　　　　または、段ボールで「面展台」を作って利用。
　　４　図書室の案内図を掲示。
　　５　それぞれのジャンルをわかりやすく明示して整理。
　　６　畳やソファーなどで「くつろぎスペース」を作るのも効果的。
　　７　窓際にはできるだけ低い本棚を置き、「明るさ」や「風通し」を確保。

巻末資料：登録及び申込用紙サンプル有り

貸出用書籍 利用者カード
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　本を展示するとき、背表紙だけでなくて、
本の表紙（どんな本でもそれぞれに工夫され、
どれも皆きれいなもの）が見えていれば、本
をもっと身近に感じてもらえることができる
ものです。

　本棚に直接「面展示」することもできますが、
ダンボールを使って手軽で安価な「面展台」
を作り、活用されています。
　片面だけの物や両面展示できる物もあり、
面展示コーナーを手軽に作れるので非常に効
果的です。

＜面展台の作り方等の問い合わせ先＞
◇　図書館とまちづくりネットワーク
　　in 大和郡山
　　電話　５４－５０７４
◇　大和郡山市立図書館
　　電話　５５－６６００

オ　面展台の使い方を知りたい　（取組③③）

図書室で

図書室で

廊下で面展台

絵本展で

  活用場面
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フフィィルムコート、ルムコート、
なかなか
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各広場
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　生後４か月～６か月位の乳児を対象に、“ 絵本を楽しみましょう ”という趣旨
で絵本の楽しみ方、わらべうた、手遊びの紹介等を行っています。
　実施日時は、通年平日・祝日の１３：３０～１４：３０、市立図書館２階“お
はなしの部屋”等で行っています。
　事前申し込み制ではなく、申し出があれば、随時、市立図書館職員が対応して
います。

　市立図書館２階集会展示室で、生後４か月～２４か月児と保護者を対象に手遊
び、わらべうた遊び、絵本の読み聞かせと紹介を、市立図書館職員が行っています。 
フリーと固定のふたつの方法があり、時間はそれぞれ３０分くらいです。
フリーは、事前申し込み不要で、その都度自由に参加できます。
固定（３回連続）のほうは、市の広報紙「つながり」で募集しています。
１２組が３回連続で受講。
　　　　　　　　　　　（この形態で年間３回開催。申し込みの多い場合は抽選。）

オ　 「だっこでおはなし会」　（取組①①）

エ　 「はじめましてえほん」 （取組①①）
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ボランティア団体「郡山おはなし会」ボランティア団体「郡山おはなし会」
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　市立図書館職員が、物語の世界に入りやすいようにろうそくの灯りのもとで、
おはなしの語りを行っています。
　４歳から小学１年生、小学１年生から６年生までの二部に分かれています。
　市立図書館２階集会展示室で、月１回（第１日曜日、午前）開催。
　この他に、大人も対象の「夏の夜のおはなしの杜」「春まちおはなしの杜」等を、
年３～４回行っています。

コ　「おはなしの杜」　（取組①①）

　Ｙoung Ａdult（略して YA）とは、アメリカで１３歳から１９歳の世代の人た
ちに使われている言葉で、「若いおとな」という意味。
　市立図書館のヤングアダルトコーナーでは、中学生から高校生を対象にしてラ
イトノベルや職業案内に関する本、ジュニュア新書等があります。

ア　ヤングアダルトコーナーの充実　（取組④④）

（２）児童・生徒への取り組みについて
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　それぞれの年代にいる子ども達へのお薦め本として「保育園・幼稚園版」「小
学生版」「中学生・高校生版」の三種類に分けて、市立図書館より年２回発行。
　市内の保育園、幼稚園、小・中学校、県立Ａ高校、また、地域の関係施設等へ
の配布を行っています。学校によっては、増し刷りをして一人一人に渡している
ところもあります。

イ　「よんどこ」の発行　（取組②②） 

　小学校３年生の社会見学のひとつとして、市立図書館訪問があります。
ひとクラス３０～４０分くらいで、市立図書館職員が市立図書館の概要説明と館
内案内、そしてろうそくの灯りのなかで、おはなしを聞きます。
　やまと郡山城ホールの見学と組み合わせることも可能。要予約で、なるべく早
目の申し込みをお願いしています。

エ　市立図書館訪問見学　（取組③③）　

　「学校マニュアル」の項　P ２９参照

ウ　「出前ブックトーク」　（取組③③）



－ 45 －

　「学校マニュアル」　の項P２５参照

オ　学校への団体貸出　（取組④④）

　市立図書館への寄贈本の有効活用を図るため、市内各学童保育所へ約２か月ず
つ搬入し、子ども達に見てもらい、順次巡回していくシステムです。年度当初に
案内文書を配布して希望を募っています。
　現在、５つの学童保育所がこの「学童巡回図書」を希望し、巡回しています。
　本の搬入・搬出に際しては、市立図書館ボランティア、または、市立図書館職
員が担当しています。

カ　学童保育所への「学童巡回図書」　（取組⑤⑤）
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　市立図書館として購入するもの、寄贈によるもの、ボランティア作成によるも
の等があります。
　「点訳本」は、ボランティア団体「みのりの会」より、「さわる絵本」は、ボランティ
ア団体「２１世紀に生きる会」より、そして、録音図書は、「くさぶえ」の会より、
それぞれ寄贈を受けています。
　「大活字本」は、寄贈または購入で蔵書を増やしています。
　「録音図書」は当初カセットテープでしたが、近年はＣＤが中心となっています。

（3）特別支援を必要とする児童

ア　「点訳本」「布の絵本」「大活字本」「録音図書」等の資
　　料の充実と利用の促進　　　　　　　　　（取組②②）

　市立図書館のボランティア団体「手和の会」によるおはなし会を、年３回実施
しています。絵本を読む人と絵本の内容を手話でふる人とがペアになって、読み
聞かせを行っています。
　 耳の不自由な子どももそうでない子も、共におはなしを楽しむことができま
す。開催前には、県特別支援学校、市社会福祉協議会にもポスターを送付。
　また、県特別支援学校の児童が図書館へ施設見学に来る際にも、「手和の会」
メンバーによる手話付きおはなし会を実施しています。

（点字付きさわる絵本）

イ　「手話付きおはなし会」　（取組③③）
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　現在、県特別支援学校小学部３年生（１０名前後）の児童が、年１回市立図書
館見学に訪れています。市立図書館の利用案内、館内見学、そして、手話付きお
はなし会を行います。手話付きおはなし会以外は、県特別支援学校の先生が通訳
をします。
　また、他の特別支援学校は、希望によっておはなし会を行う場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（手遊びわらべうた・絵本等を中心にして）
　事前に子ども達の状態を聞いて把握する等、プログラムの構成を考えています。

（外国人の子どもに対して）
　①　外国語資料の充実・提供
　　　　平成２３年４月現在、市内在住の外国人の子ども（０歳～１５歳）は６４
　　　名で、うち南部公民館で開催されている日本語教室に通う子どもは、２０
　　　名ほどです。
　　　　市立図書館では、このような状況を踏まえ、外国語資料・図書の充実を
　　　開館当初より図っていますが、今後も、関連図書の充実に努めていきます。

　市立図書館では、「ボランティア養成講座」を適宜開催しています。
読み聞かせ、わらべうた、詩、紙芝居、ブックトーク、プログラムの組み方等、
それぞれに精通されている講師を招へいし、単発のもの、連続のもの、ワーク
ショップ形式のもの等を開催しています。
開催にあたっては、市の広報紙「つながり」等で、募集します。
　講師を招へいしての今までの研修会では、「わらべうた講座」 「絵本広場講座」
「子どもの心によりそう選書講座」 「詩を楽しみましょう」等があり、好評でした。

ウ　特別支援学校生の施設見学　（取組④④）

ア　ボランティアの養成・支援のための研修実施　（取組②②）

（4）ボランティアの養成と支援
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　「市子ども読書活動推進委員会」を支えるワーキング組織のひとつとして、こ
の会があります。
　構成メンバーとしては、市内の幼稚園・小学校・中学校でおはなし会、ボランティ
ア活動等に携わっている方々です。
　適宜会合を開いて、読書に関わる研修や情報交換、各学校の図書室見学や環境
整備、また、講師を招へいしての研修等を行う等、スキルアップに努めています。

イ　「学校図書室・読書ボランティア交流研修会」の開催及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 研修　（取組③③）

　団体登録のあるボランティアグループへは、１００冊２か月の貸出が可能。
　依頼があれば、市立図書館で選書の協力をしています。

　「学校マニュアル」の項P２５参照。

ウ　ボランティアへの団体貸出について　（取組④④）

　団体登録のあるグループへは、１００冊２か月の貸出が可能。
　依頼があれば、市立図書館で選書の協力をしています。
　選書が必要な場合は、１週間前に申し込みをしてください。
　地域文庫（現在、市内には１か所）、自治会のほか、老人福祉施設の登録があ
ります。

ア　地域文庫及び自治会への団体貸出について（取組①①）

（5）自治会、近所でできることについて
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　市立図書館と常に連携をとりながら、関連各種行事等で市内での機動力を生か
した協力ができる体制をとっています。市立図書館の各種行事案内ポスター等を
組合員書店に配布して書店店頭に掲示するほか、チラシやパンフレットの配布も
行っています。また、市こども福祉課が行う事業についても、ポスター掲示や案
内チラシの配布等の広報活動に協力しています。

ア　市立図書館の行事ポスター掲示　（取組①①）

　“ 学校図書館協議会選定図書 ”を中心に選定し、年齢別に陳列するように心が
け、特に薦めたい本は目立つように表紙を見せるなどの工夫をしています。「朝
の読書」向きに手ごろな新書サイズの図書や、市立図書館が発行するお薦め本リ
スト「よんどこ」に紹介されている図書を揃えるようにするほか、学校図書室へ
は選定資料や新刊児童図書の紹介をしています。また、随時店頭において選書な
どの読書相談を受け、希望に合った図書の提供に努めています。図書管理電算化
等の環境改善にも協力しています。

イ　児童図書の充実　（取組②②）

　文部科学省が制定実施している「4 月 23 日子ども読書の日」については、ポ
スターを掲示するなどの啓発を進めるほか、『第 4土曜日は、こどもの本の日』キャ
ンペーンとし、親子を対象に地域読書ボランティアの協力のもと、書店にて読み
聞かせを中心に、紙芝居や手遊びを楽しむ等の催しをしています。

　　　＊　『第４土曜日は、子どもの本の日』キャンペーンとは、１９９８年に日
　　　　本書店商業組合連合会・日本児童図書出版協会・日本出版取次協会・
　　　　JPIC（財団法人出版文化産業振興財団）が中心となり、その年の秋より
　　　　全国展開しています。現在までに２１都道府県、２２３書店で開催してい
　　　　ます。

ウ　「子ども読書の日」の啓発事業　（取組③③）

（６）書店の取組について
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　○　成果について　　
　　　　Ⅱで述べたように、「計画」は、三つの基本方針（Ｐ1参照）に基づき、この５年間、
　　　各ワーキンググループの実践によって取り組まれ、一定の推進がみられました。
　　　　特に、この過程で関係機関との間で連携と協力がかなり進んだことは、大きな
　　　成果として挙げられます。今後は、この継続と発展のために作成された『読書推
　　　進マニュアル』が、更に読書を推進する力として活用されるように願っています。

　○　課題について
　　　　「計画」に挙げられながらも取り組まれなかったこと、及び一層の努力が必要な
　　　ことを、今後の主たる課題として挙げれば、次のようになります。
　　　　１．学校司書の配置等も含めた学校図書室の体制づくり及び蔵書の充実等、予
　　　　　算面での措置。
　　　　２．読書推進には、家庭が果たす役割が非常に大きいことから、各施設・機関
　　　　　からの一層の働きかけ。
　　　　３．特別支援を必要とする児童・生徒等に対する前進的な取組。
　　　　４．市立図書館の人材育成等、体制づくりの強化。
　　　　
　○　次期の体制についての考え方
　　　　「大和郡山市子ども読書活動推進計画」の５年の期間は終了しましたが、今後、
　　　上記の「課題」を解決するためには、引き続き取り組みを進めていく必要があり
　　　ます。その場合、現体制と同じように「委員会設置要綱」に基づいた「推進委員会」
　　　を設置すること、及び「推進委員会」のもとワーキンググループを設置すること
　　　は不可欠であると考えます。
　　　　但し、組織的活動を更に充実させていくには、より実践的な「推進委員会」と
　　　すること、したがって、実践現場に近い委員によって構成されることが望ましい
　　　と考えます。また、ワーキンググループは、対象とする子どもの年齢層に合わせ
　　　たグループに細分化すること等（例えば、現在の学校連絡会は、幼稚園・保育園
　　　グループ、小学校グループ、中学校グループなどに細分化）の工夫が必要です。
　　　このような体制をつくることによって、実践の目標設定と方法等がより明確にな
　　　り、確かな成果を生むことにつながるものと考えます。
　　　　 尚、推進すべき内容は、現在の取り組みを継続しつつ、前述の「課題」解決が
　　　中心となります。実践過程で新しく出てきた諸問題については、その都度「推進
　　　委員会」で審議し、必要な対策を講じることとします。

Ⅴ　今後に向けて
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大和郡山市子ども読書活動推進委員

平成23年度

構　　　 成 氏　　　名所　　　　属

学職経験者

読書活動推進団体

社会教育委員

学校関係者

学校関係者

学校関係者

保育園関係者

行政関係者

行政関係者

元川西町立図書館　館長

図書館ボランティア団体代表

社会教育委員会議代表

郡山高等学校　校長

昭和小学校　校長

片桐幼稚園　園長

郡山保育園　園長

福祉健康づくり部長

教育部長

益 田 忠 夫

西村 千鶴子

亀 岡 静 代

土 谷 尚 敬

植 松 明 夫

米 田 育 子

副 田 陽 子

森 　 康 好

田 中 利 明
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事務局：大和郡山市立図書館（館長  中野  靖治、主幹  中牟田  智子）

（２）地域連絡会（８名）

（１）学校連絡会（７名）
構　　成 氏　　　名 所　　　　属

図書館ボランティア代表

社会教育委員会議代表

子ども会育成者連絡協議会

書店商業組合

保健センター代表

公民館代表

こども福祉課

西村　千鶴子
岡本　千鶴

図書館とまちづくりネットワーク in 大和郡山
郡山おはなし会

保育園関係者

幼稚園関係者

学校関係者

学校関係者

PTA連合協議会

学校図書室ボランティア代表

副田　陽子

米田　育子
植松　明夫
山辺　佳津子

森本　茂宏

菅家　英美

箕浦　典子

郡山保育園長

片桐幼稚園長
大和郡山市教育研修会図書館
教育部会

郡山高等学校

大和郡山市PTA連合協議会

郡山中学校図書室ボランティア

亀岡　静代

中嶋　智美

庫本　善夫

曽我部　正子

石川　武史

堤　　晴美

社会教育委員
大和郡山市子ども会育成者
連絡協議会
奈良県書店商業組合
　　　　　　大和郡山支部

保健センター係長

中央公民館長

こども福祉課子育て支援主事

ワーキンググループ 平成２３年度



資　　料

（読書推進マニュアルに関連した資料を添付しています。）
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